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１ はじめに

日南保健所管内では、平成 年の新規の結核登録者のうち７０歳以上の占める割合20

が ． ％と高く、排菌のあった患者は半数を占めている。また、この高齢者の排菌陽85 7

、 、性患者の中には 他の疾患あるいは肺炎で入院治療中に結核を発症した事例も散見され

院内感染対策上も重要な問題となっている。

今回、 歳の結核患者を初発とする結核集団感染事例を経験したので、医療機関に76

おける接触者健診を実施する際の対応について報告し、今後の当保健所における結核対

策の参考にしたい。

２ 事例概要

歳男性。76

月 日 発熱、食欲低下、胸痛あり、 病院受診。右膿胸、肺炎、気胸の診断10 7 K

にて 病院に入院。K

月 日 結核菌喀痰検査実施。塗抹検査陰性。 検査未実施。10 17 PCR

月 日 病状悪化のため 病院に転院。自覚症状として時々咳（＋ 。11 18 N ）

月 日 月 日実施の喀痰検査判明（培養陽性）の連絡12 2 10 17

月 日、喀痰塗抹検査実施。 ４号。12 2 G

月 日 主治医が救急車に同乗し、 病院に転院（応急入院勧告 。息苦しさ12 3 M ）

あり、酸素吸入、胸空内持続吸引を実施。喀痰塗抹 号、肺皮膚ろG9

う 号。G9

月 日 胸水 号、背部 号。 にて治療開始。12 4 G10 G8 INH,RFP,SM

３ 接触者健康診断の実施状況

（１）感染の有無の確認（表１）

①最終接触の か月後に、濃厚接触者である医療従事者、 歳未満の同室患者、2 50

75 QFT 50 XP QFT家族等計 名に対して 検査を、 歳以上の同室患者に胸部 を実施。

検査 名中陽性 名、疑陽性 名。胸部 名中所見あり 名。75 11 12 XP16 3

②疑陽性の者に対し か月後に 再検査を実施。 名中 名が陽性。1 QFT 12 2

③接触後 か月後に接触者健診の対象者を拡大し、暴露の大きかった病院の非濃3

厚接触者に 検査を実施。 名中陽性者 名。QFT 27 1

④陰性だった者を か月後に再検査を実施。 名中陽性者 名。3 11 1

（２）発病の有無の確認

陽性者及び疑陽性者に対しては、胸部 、 検査、喀痰検査を実施し、発QFT XP CT

病の有無を確認。平成 年 月末現在の患者数は 名( 名他疾患にて死亡 、感21 3 5 1 ）

。 、 。 、 、染者 名 なお 発病者からの排菌はなく服薬治療中 なお 感染者については11

予防内服中。



表 接触者健診結果1

４ 考察

今回の事例では、接触 か月後の 検査で陰性だった者の中に、再検査で陽性2 QFT

になり服薬開始した者がいた。また、疑陽性であった者の中から再検査で再度疑陽性

になり、胸部所見により発病が疑われ治療開始となった者もいるなど濃厚接触による

感染の高さが推測される。

11ＱＦＴ検査は結核の感染の有無を判断する上で精度の高い有用な検査であるが、

％程度が感染を受けていても陽性と判定されないことがある。 検査による評価にQFT

際しては、感染暴露の状況を分析した上での慎重な判断が必要であると思われる。

患者のケアを濃厚に実施している看護チームが感染暴露が大きいことから夜間時の

緊急時のナースコール対応時の標準予防策の不十分さが推測される。

検査、胸部 、 検査の結果に基づき、院内感染対策委員の医師および、看QFT XP CT

護師、事務職員との協議を重ねながら予防内服、治療開始の判断をすることで、発症

者の早期発見と二次感染対策をすすめることができた。

接触者健診については、院内感染対策委員会との連携を密にとり、適宜、関係者の

情報共有を図ることにより、対象者への説明など接触者健診をスムーズにすすめ、ま

た接触者の不安軽減につなげることができた。

今回の感染で服薬開始になった患者、感染者に対して服薬中断あるいは、新たな発

症を防止するため、定期的なフォローを予定している。

６ おわりに

患者の高齢化に伴い結核発病時に施設または病院に入所（入院）している場合も少

なくはない。今回のケースでは接触者の感染暴露の状況から、集団発生の可能性を視

野に入れて、院内感染対策委員会との連携を早期にとり、感染拡大防止に取り組むこ

とで、適確な情報の伝達及び職員の不安軽減にある程度の成果が認められた。

今後、結核についての周知や院内（施設内）感染防止対策等について関係者への研

修の実施、医療監視や施設指導時の対策についての指導も充実させていきたいと考え

ている。
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